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バクタプール校教師
ラッチミ・ソバ・プラジャパティ

私がバクタプール校の教師を引き受けて10年の月日
が経過し、数多くの子どもたちがバクタプール校で
学び、卒業しました。卒業とは公立学校に編入させ
ることであり、卒業生たちは公立学校でも熱心に勉
強を続け、上級学年に進学しています。読み書き
のできなかった子どもたちが、はじめから公立学校
に通っていた生徒以上に優秀な成績を修めている
と報告された時が、教師の仕事を引き受けて良
かったと思える時です。開校当初は、地域社会か
ら信頼を得られず、公立学校に通うことのできない
子どもたちを集めることに大変苦労しましたが、今
では入学希望者が多く集まってきます。貧しく、公
立学校に通うことのできない子どもたちに教育の
機会を与えているJILAF校で教師をしていることを
誇りに思います。
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POSITIVEプログラムとは

 労働組合主導の参加型労働安全衛生トレーニング

 “POSITIVE” な考え方

( 3つの良い点、3つの改善点を見つける）

 簡単で、低コスト、効果的な改善

 労働者、経営側が一体となって改善に取り組む

→良好な労使関係の構築を促進する

 良い改善事例を学ぶ

 トレーニングを受けた労働者が新たなトレーナーとなって、
改善活動の輪を広げる

１．職場の改善、労働災害の減少
労組主導の労働安全衛生プログラムにより、経営者ではなく、労働者の視点から
現状にあった安全衛生活動をし、労働者やその家族を労働災害から守る。

２． 労使関係の改善
労働安全衛生の促進は労使双方の利益、お互いが協力することで、
労使間の対話の機会を増やし、関係の改善を図る。

３． 労働者の意識改革
労働者自身で考え、行動することにより、労働者の自信を高め意識改革を図る。

４． 労働組合の組織強化
共にプログラムに参加することにより、労働組合役員のネットワークを構築し、
非組合員へのトレーニングを通じ、労組の役割理解、組織結成、組合加入を促進

POSITIVEプログラムの目的
労働組合主導の参加型安全衛生向上プログラム

POSITIVEセミナーを開く準備 職場訪問、チェックリスト実習

POSITIVEプログラムの技術領域

(1) 物の運搬と移動
(2) ワークステーション
(3) 機械の安全
(4) 作業環境
(5) 福利厚生
(6) 環境保護

最終的な提案

フォローアップ活動

POSITIVEプログラムの流れ 作業改善アクションチェックリスト


